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               審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、現段階の大規模水稲作の経営管理問題を、圃場条件を中心に据えて実証的に分析
したものである。50～100ha規模の稲作経営の管理問題を、包括的かつ実証的に扱った論文はこ
れまでになく、学術的及び実際的な価値が高い研究であると言える。 
 生産力や技術の捉え方については、現在の技術水準や経営内の資源のあり方を踏まえて、実
態に即して行っており、論文では特に、圃場条件を分析視角の中心に据えた生産管理と生産力
の捉え方を示すことにより、学術的独自性を示すことが可能になった。 
 本論文の分析により、大規模稲作経営の現段階の生産力水準が明らかになっただけでなく、
今後の生産力を発展させるための圃場整備や圃場集団化のあり方が定量的に解明され、圃場整
備による効果とコストを論じる際にも示唆を与える研究であると評価された。 
平成25年10月2日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行いい、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
